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1．まえがき 
映像や画像を高輝度のプロジェクターや大型の LED ディ

スプレイを使って表示する機会が、イベントや広告、美術

館などで増えてきており、場面・コンテンツに応じていず

れが適しているかの比較が重要である。前回はアートコン

テンツとテキストコンテンツを使用した場合の比較実験を

行い、アートコンテンツの場合 LED ディスプレイの使用が

有効であることを示した[1]。今後は大型のLEDディスプレ

イが、テキストと画像・映像が混在したコンテンツを長時

間視聴する講演・会議などの場面でも使われることが多く

なると考えられる。今回は、講演・会議などでの使用を仮

定し、数十分という長時間視聴した場合における LED ディ

スプレイとプロジェクションの比較を心理実験を通して行

ったので、実験方法や結果について報告する。 

2．実験方法 
（１）表示方法：200 インチの LED ディスプレイに表示す

る方法と10,000ルーメンのプロジェクターを用いて200イ

ンチのスクリーンに投影する方法の２種。 

（２）環境条件：照明を全て点灯した場合、半数を点灯し

た場合、消した場合の 3 種類。（実験は夜間に行った。そ

れぞれの条件での照度は以下の通り。全照明：400 ルクス、

半照明：200 ルクス、消灯：0ルクス） 

（３）コンテンツ：講演・会議の場面を想定し、京都大学

の教員による公開されている講演映像（京都大学 OCW：

https://ocw.kyoto-u.ac.jp）から、理学・工学・医学・

哲学・心理学・アートの 6 種類の講演を各 1 種類選定し、

実験毎に各条件にランダムに振り分けた。 

被験者は京都大学の学生34名（男性23名、女性11名）

に協力してもらった。各被験者には上記の(1)(2)を組み合

わせた 6 条件をランダムな順序で提示した。実験は、10 分

間コンテンツ視聴->中間評価->10 分間コンテンツ視聴->評

価、を１サイクルとして条件を変えて 6回繰り返した。 

被験者には、「総合的な満足度」「映像の見やすさ」

「目覚めているか」「集中できるか」「やる気が出るか」

「長く鑑賞したいか」の 6 種類の評価項目で 7 段階の主観

評価（7：最も良い〜1：最も悪い）を行ってもらった。 

3．心理実験結果と考察 
図 1 に 6 種類の評価項目に対する結果を示す。総合満足

度を含め全ての項目に関して LED ディスプレイは暗くなる

に従い評価値が減少し、プロジェクターは逆に上昇すると

いう結果が得られた。現時点で以下のことがいえよう。

(1)200 ルクス以上の照度の場合、LED ディスプレイが優れ

ている。(2)暗い環境下でLEDディスプレイを用いる場合は

輝度調整を行う必要がある。(3)プロジェクターを明るい

条件下で使用する場合は、輝度の高いものが望ましい。 

今後は結果の詳細な分析や追加実験を行い、様々な環境

における LED ディスプレイとプロジェクターの比較に関す

る知見を得ることを目指す。 

図 1.6 種類の評価項目に対する結果 
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